海外選択制臨床実習報告書 by 冨永 さやか
２０１１年５月１６日から６月１０日まで４週間，イギリス・ウェールズ地方にある Cardiff 大学病院にて病院実
習を行ってきましたので報告致します。４週間という短い期間でしたが，今振り返ってみると，中身の濃い
充実した日々を過ごすことができたと思います。選択制実習を海外ですることを希望している方に少しでも
お役に立てる情報がありましたら幸いです。
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１．応募から日本出発まで
まず，Cardiff ってどこだろうと思う方が少なくないのではないかと思います。イギリスは，イングラン
ド，スコットランド，北アイルランド，ウェールズの４つの地域に分かれます。このうちのウェールズ地方
の首都が Cardiff というところです。ロンドンから電車で２時間ほどのところにあります。２０００年前の古代
ローマ人によって街が築かれたと言われているほど，歴史の古い港町です。
１－１．応募した理由
選択実習を海外でしたい！と思う方の理由は人それぞれだと思います。将来臨床医として海外で働くた
めの第一歩として行く方もいらっしゃるかと思います。私の場合は，海外の医療やそのシステム（保険の
システムなど）が見たい，医学英語力アップのために英語で問診・診察したい，今までの実習で見学する
ことのなかった小児緩和医療の分野を学びたい，などの理由がありました。せっかくの選択実習の期間な
ので，海外に出て，医学もその国の様々な文化背景も学びたい！と思ったことが一番の理由だと思いま
す。
１－２．実習先を決めるまで
実習先を探すにあたって，条件は，英語圏であること，小児科見学ができること，GP もしくは家庭医
の見学ができることでした。まずは，希望の国（アメリカ，カナダ，オーストラリアなど）の Google に
キーワード（Elective，Peadiatrics など）を入れて検索して病院等を探しました。本当に多くの大学病院
や市中病院での実習内容が検索できると思いますので，ご自身で実習先を探す方はこの方法でも実習先を
探すことも出来ると思います。
実際，私もいろいろと条件等を見て，２，３大学を実習先の候補として挙げていました。秋頃，そのうちの
１つの大学に実習の申し込みをしましたが，人数の関係で断られてしまいました。仕方がないので，じゃ
あ次の大学に申し込みをしようと思うのと同時に，すでに時期的に５月はじまりの選択実習を申し込みに
は期限等が迫っている状態にあったので，とある勉強会で１回だけお会いしたことのある家庭医の先生に
連絡を取ってみました。正直なところ，どんなネットワークをお持ちの先生かも知らずに連絡を取りまし
た。このとりあえず聞いてみよう！と連絡を取ったことが功を奏したのか（？），快く，Cardiff 大学工学
海外選択制臨床実習報告書
冨永さやか
Cardiff 大学病院での IDです↑
富山大学医学部医学科６年
富山大医学会誌 ２２巻１号 ２０１１年56
部にて働いていらっしゃる Dr.をご紹介いただきました。その先生に連絡をとり，自分の実習内容の希望
等を伝えて，今回の実習でお世話になった馬場先生，Cardiff 大学病院にて小児緩和医療をされている方
をご紹介いただきました。私自身の希望と，実習先の病院での実習可能内容が一致していたので，正式に
Cardiff 大学の実習責任者に連絡を取り，受け入れていただくこととなりました。今回，直接実習先の先
生と連絡を取ることができていましたし，事務の方にも実習内容希望はあらかじめ詳細に伝えてありまし
た。しかし，具体的な日程等を決めるはずの実習責任者の事務の方が，とても‘おおらかな’方のようで，
実際には現地に着いてから，実習初日に馬場先生と話し合い，小児科実習の３週間の実習内容を具体的に
決定しました。最期の週の GP 見学については，現地に着いてから GP の先生と具体的に日程調整を行う
という形になってしまったので，見学の許可が降りたのは，第３週目でした。馬場先生曰く，「もうイギ
リスに２０年近く住んでいるけど，いまだにイギリス人の対応にはイライラすることもある。」とのことで
した。ある意味‘イギリス式’を知った体験の１つでした。
１－３．渡航前の準備
渡航前の準備は，今までの先輩方の選択制臨床実習のレポートを読み，参考にして勉強をしていまし
た。同じような内容なので，省略しますが，１つもっとやっておけばよかったなと思うことは，問診・身
体所見の練習です。友人等に模擬患者を頼み，いろいろな主訴等を設定し，２０分くらいで，英語で問診か
ら身体所見を取るということの練習をもっとしておけばよかったなと思いました。また，問診，身体所見
を取った上で，さらにそれを上級医にプレゼンテーションする練習も有用だと思います。またそこで，鑑
別診断，治療法も述べられるとより良いなと思いました。実際，特に救急部で実習をするときには，この
能力が求められました。日本語でできないことは，もちろん英語では出来ないので，日々の実習も大切だ
なと思います。
２．イギリスにて
下記の表のように，３週間小児科，１週間 GP という内容で実習をしていました。小児科の週は，大学病
院から離れた所にある小児のホスピスに出かけたり，病棟や外来，CAU，A&E（アメリカで言う ER）で
実習をしていました。GP の週は，大学から車で３０分ほどの所にある，West Quay Medical Center で実習
をしていました。いろんな所で実習をしたので，抜粋して報告します。
２－１．小児科実習（１～３週目）
お世話になった馬場先生（ご家族の都合により１０代でイギリスへ移住されて，イギリスの医学部を卒業
されているのでほぼ Native speaker の先生）は，Work sharing という働き方をされており，月火水が仕
事日でした。月火水は馬場先生の指導のもと小児科病棟や Hospice での実習でした。木金はその時々に応
じて，病棟のチームに加えてもらったりしながら実習をしていました。病棟は各階ごとにチームで担当し
ます。チームは，Registrar１から２名（１０年目前後の先生），SHO（Senior house officer，日本で言う後
期研修医）２名ほどで構成されていました。Consultant という立場の先生が週替わりで全病棟の患者さ
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んの経過について責任を持つという仕組みでした。
Consultant は担当の週以外は外来等を行うようです。
病棟の医師の半分近くは海外から来ている医師でした。
＊Ward round：小児病棟は，階ごとに OCEAN，LAND，
SKY，SPACE と名付けられていました。ちなみに，
病院内の表示だけでなく，道路標識等も全て英語と
ウェールズ語が併記されていました（右写真）。Ward
round の日は朝８時３０分に LAND に集合し，紅茶片
手に，夜間帯担当の医師（主に SHO）より，入院患
者さんの状態についてのプレゼンテーションです。そ
の後は各チームに分かれて病棟回診をしていました。
この時に，患児やその家族にお話を聞いたり，身体所見を取ったりしていました。同時期にガンビア（ア
フリカにある国）からの留学生も２人来ていたので一緒に回っていました（ちなみに人口約１７０万人の
ガンビアですが，医学部は１つしかなく，１学年１２人くらいだそうです）。
＊A&E：A&E での実習のある日，Nurse Practitioner の方について実習をする機会がありました。彼ら
の臨床経験を積んだ後，Nurse Practitioner となるため，実地訓練を行い，問診をし，検査をオーダー
し，診断をし，ある程度の薬の処方もすることが可能な資格を有している Nurse です。日本において
も看護師さんによる救急部でのトリアージまでは行われているかと思います。私を教えてくれた Nurse
Practitioner の方は，ラグビー中に選手同士ぶつかり合い，目を強打したという少年に対し，問診や簡
単な身体所見，神経所見をとり，染色等も用い，細隙灯顕微鏡で検査していました。最終的には，結膜
に麻酔薬を摘下し，異物除去を行っていました。診断，治療，処方まで終えた上で，救急医に報告し，
初めて患者のもとを医師が訪れていました。医師が数点，最終確認をしただけで，この少年に対する診
療は終わっていました。もちろん，大きな外傷等の場合には，直接医師が診察を開始しますが，Nurse
が軽症と判断した場合には，ほぼ最終的な段階まで Nurse Practitioner の方が行っていたことは驚きで
した。賛否両論あるかと思いますが，彼らがいてくれるお陰で医師の業務負担が軽減されていると言え
るのではないかと思います。
＊CAU：ここは，GP で一度診てもらった患者さんで，
より高度な医療が必要と GP が判断した際に紹介受診
される場でした。実際の所ここで一番英語能力が試さ
れたように思います。実習の際には，Nurse の方に聞
いて，診察してもいい患者さんを紹介してもらい，問
診をし，身体所見を取り，学生カルテにまとめて，上
級医にプレゼンテーションしていました。患者さん
は，海外からの医師に慣れているので，快く問診する
ことを許可してくれますが，容赦なくスラング混じり
に状態を早口で説明してくれます。大切な所を聞き逃
さないように必死でしたし，分からないときには何度
も繰り返して聞いていました。身体所見を取るときに
は，子どもに声かけしながら，泣かれないようにしな
いといけないので他の学生や医師の言葉遣いを良く聞
いて，そっくりまねていました。勉強になりましたが，大変だったのは，鑑別診断や，そこに至る過程
の説明，鑑別疾患個々についての説明，感染症を疑うなら，その起因菌は何か，抗生剤は何か，治療方
法は何か，入院するのか帰宅させられるのか，入院後・帰宅後の親へのアドバイスはなにかと聞かれる
ことでした。答えに窮することも多くありましたが，フィードバックや，今後の勉強課題ももらい，日々
いい刺激を受けていました。担当した患者さんについてのプレゼンテーション・口頭試問が第３週目の
木曜日にありましたが，この際にも上記のようなことを詳細に質問されました。イギリスの学生は患者
さんについてのプレゼンテーションの練習をきっちりとするそうですし，試験もあるようで慣れている
印象を受けました。
CAUにて。パキスタンとインド出身の小児科の
先生方と（人気のない科ほど国際色豊かのようで
す。）
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２－２．General Practitioner 実習（４週目）
Cardiff 大学から車で３０分ほどの所にある West Quay
Medical Center と言う所で実習を行いました。GP と後
期研修医２名の約１０名の医師で構成されている，周辺の
地域と比べても比較的大きい診療所でした。GP の先生
の外来見学や Minor Surgery（皮膚生検，皮膚縫合等），
妊婦健診，乳幼児健診，子宮内避妊具挿入，Nurse によ
るワクチン接種等の見学，往診に連れて行ってもらった
りしていました。４人の GP の先生の外来を見学する機
会がありました。それぞれ先生ごとに得意分野をお持ち
でしたが，どの先生も子どもから大人まで，様々な主訴
の患者さんを診ていました。地域性も関係するかもしれませんが，患者さんは大病院よりも GP のいる診
療所を好む傾向にあるようでした。（大病院は迷子になる。顔見知りでないから不安，待機時間が長い等
の理由で。）GP は基本的に予約制で，１枠７分と決まっていました。急に診てもらいたいときは，毎日
必ず予約外患者さんを診る医師が持ち回りで決まっているのでその医師に診てもらえます。状況によって
は往診を依頼することも可能で，実際に私も２軒にお邪魔しました。
医療費全額無料（処方箋・薬代は地域による。）等メリットも多くある英国ですが，以前からの問題の
待機時間の長さについてはまだ改善の余地があることを実感することが多くありました。日本との違いを
多く実感した患者さんがいたので１例紹介します。７０台の男性，２０１０年１０月に慢性の咳と息切れを主訴に
West Quay Medical Center を初診，問診，身体所見より肺炎疑いと言うことで治療開始。胸部レントゲ
ン写真，採血は，GP の所では出来ないため予約し後日他病院で実施し，肺炎の所見として一致。その後
１，２回再診し，息切れは多少改善するも持続するため，２０１１年６月 GP 再診。心エコー実施目的に専門
医紹介し受診するという方針となったが，GP の先生に聞いてみると心エコーが実際に受けられるのは早
くて６週間後とのことでした。とても簡略化した病歴ですが，これだけの病歴でもきっと日本との違いを
感じる部分が多くあると思います。
ちょうど滞在していた時期が医療システム改革の真っ直中であり，首相が連日のようにテレビや新聞等
で医療改革案について話をしていました。その中の１つに，GP１人当たりが１年間に使える薬価を決め
ようという動きがありました。上限を超えた分は個人負担にするという案のようでしたが，そうすること
で GP が個人個人それぞれに薬の処方を可能な限り減らすように努力するであろう，延いては国家全体の
医療費削減に繋がるだろうという計画です。GP それぞれに患者層が違うことや，１年間にどんな薬をどれ
だけ買うかなどの薬についてのマネージメントを医師の仕事とすべきか疑問視する声もあり GP の多くは
反対していました。
２－３．現地での生活
現地でお世話になった馬場先生が，クリスチャンということもあり，毎週教会で International Cafe と
いう，海外から働きに来ている人や留学生が夜お茶をしに集まる会を主催していらっしゃいました。この
Cafe に参加することで，医学部以外の人と友達になる機会が多く，彼らと一緒に晩ご飯を食べたり，休
日には観光や旅行に出かけたりしていました。キッチンをシェアする形の大学の寮に住んでいたので，大
学１年生の５人のルームメイトがいました。しかし残念ながら，彼らは昼頃起床して，夜には毎日パー
ティをし，日付が変わってから帰宅という生活をしていましたので，たまにしか会うことが出来ませんで
した。教会での繋がりで友人が出来たと言うこともあり，キリスト教についての話や聖書の解釈について
聞くことが多くありました。なかなか今までキリスト教に触れる機会がなかったので，興味深く貴重な体
験でした。
３．感想
「どれくらいここにいるの？」「４週間です。」と言うと必ず，「短すぎるわねぇ……」と言われてしまい
ました。実際，終わってみると本当にあっという間でした。現地についてから，知り合いになった先生に見
学や実習を申し込むという機会もありました。現地の状況を知れば知るほど，もっと見学・実習してみたい
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所の候補が出てきました。もっとイギリスの滞在する時間
が長ければ違う経験もさらに出来たかと思うと，これが唯
一の惜しまれるところです。もし，様々な条件が許すので
あれば，４週間と言わず出来るだけ長期の滞在を私はお勧め
します。
本当に平日休日ともに充実し，実り多き日々を過ごせた
と思っています。日本で，富山で，そして Cardiff で，家
族や多くの先生方，友人，そして本当に心温かい人達に支
えられて，今回の Cardiff 大学での選択制臨床実習が実現
しました。本当に心から感謝したいです。
本当にありがとうございました。
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